
http://www.odawara-hojinkai.com

小田原法人会
http://www.odawara-hojinkai.com

小田原法人会

ホームページも是非ご覧ください

NO.299
令和２年5月発行

めざします企業の繁栄と社会への貢献

公益社団法人 小田原法人会

いっしょに

検索

■事業フォトグラフィー
■あなたもチャレンジ！家庭菜園⑮「もぎたての味を楽しむトウモロコシ」
■知っておきたい脳卒中（脳血管疾患）の予防
■新会員紹介・今後の事業活動スケジュール
■県税事務所からのお知らせ
■地元のスポーツクラブを応援しよう！
■高齢社員の活用法ポイント
■尊徳・二宮金次郎のまつわる誤認、巷説
■労働基準監督署からのお知らせ
■小田原税務署からのお知らせ
■ふれあいいんふぉめーしょん

いっしょにwith

何の花でしょう？
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●
足
柄
支
部

★
タ
オ
ル
１
枚
か
ら
で
き
る
社
会

　

貢
献
活
動

　

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

中
井
地
区
委
員
会
が
中
心
と
な
っ

て
集
め
た
タ
オ
ル
６
５
８
本
を
中

井
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
贈
し

ま
し
た
。
足
柄
支
部
で
は
今
後
も

継
続
し
て
タ
オ
ル
の
収
集
・
寄
贈

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

タ
オ
ル
を
手
渡
す

加
藤 

中
井
地
区
委
員
長
と

北
川 

中
井
地
区
副
委
員
長

●
厚
生
委
員
会

★
第
４
回
ラ
イ
フ
フ
ェ
ス
タ
「
は  

　

ん
に
ゃ
川
島
章
良
氏 

講
演
会
」

　

並
び
に
「
が
ん
を
知
る
展
」

・
２
月
29
日
㈯　

小
田
原
お
堀
端

　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル　

参

　

加
者
28
名

★
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
で
Ｐ
Ｒ
活
動

　

「
法
人
会
の
Ｐ
Ｒ
」
と
「
ｅ

¦
Ｔ
ａ
ｘ
の
推
進
」
を
兼
ね
た

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
が
４
月
16
日
㈭

よ
り
箱
根
登
山
バ
ス
で
運
行
し
て

お
り
ま
す
。（
小
田
原
市
内
中
心
）

事
業
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

＊
各
事
業
は
「
法
人
会
だ
よ
り
」
や
「
地
域
情
報
紙
」
に
て
随
時
案
内
中
！

６月 10日㈬に開催予定の

「第８回通常総会」並びに「創立 70周年記念祝賀会」は

新型コロナウイルス感染拡大の影響により延期となりました。

開催日が決定し次第改めてご案内させていただきます。



会員募集中です（一言あなたのお口添えを）
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ら
ん
で
い
る
こ
と
を
確
か
め
て
か

ら
も
ぎ
取
り
ま
す
。

　

近
く
に
異
品
種
が
あ
る
と
、
そ

の
受
粉
に
よ
っ
て
雌
穂
の
粒
に
花

粉
親
の
形
質
が
現
れ
ま
す
。
こ
れ

を
キ
セ
ニ
ア
と
い
い
ま
す
。
例
え

ば
あ
ま
り
甘
く
な
い
ス
イ
ー
ト
コ

ー
ン
の
近
く
で
栽
培
す
る
と
、
味

や
品
質
が
著
し
く
低
下
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

交
雑
率
は
花
粉
親
株
と
種
子
親

株
の
距
離
が
離
れ
る
ほ
ど
低
く
な

り
、
距
離
0.3
ｍ
の
平
均
交
雑
率
は

23
％
、
10
～
50
ｍ
で
は
0.1
～
0.3
％

と
極
め
て
低
く
な
る
と
い
う
調
査

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準

　

に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
広
報
通
信　

2
0
1
8
年
5

　

月
号
よ
り
転
載
）

度
多
く
、
１
列

植
え
よ
り
も
複

数
植
え
に
し
ま

し
ょ
う
。
少
な

い
株
数
で
花
粉

不
足
が
懸
念
さ

れ
る
と
き
に
は
、

開
花
し
た
雄
穂

の
下
辺
り
を
手

の
ひ
ら
で
軽
く

た
た
い
て
花
粉

を
散
ら
し
、
下
方
の
雌
穂
に
付
き

や
す
く
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

　

葉
の
働
き
（
光
合
成
）
を
良
く

す
る
た
め
に
、
下
の
方
か
ら
出
た

脇
芽
は
取
り
除
か
な
い
で
葉
数
を

多
く
し
ま
す
。
ま
た
雌
穂
は
上
の

方
の
一
番
大
き
い
1
穂
だ
け
残
し
、

他
の
小
さ
い
雌
穂
は
取
り
除
き
ま

す
。

　

追
肥
は
草
丈
40
～
50
㎝
の
頃
と
、

先
端
の
雄
穂
が
出
始
め
た
頃
の
2

回
、
化
成
肥
料
を
与
え
ま
す
。
施

肥
量
の
目
安
は
、
1
株
当
た
り
大

さ
じ
1
杯
と
し
ま
す
が
、
前
作
の

残
渣さ

が
多
く
、
葉
の
緑
が
濃
く
旺

盛
に
育
っ
て
い
た
ら
適
宜
量
を
減

ら
し
て
く
だ
さ
い
。
2
回
目
の
追

肥
の
後
、
株
元
が
小
高
く
な
る
ほ

ど
土
寄
せ
し
、
株
元
の
不
定
根
を

多
く
伸
ば
し
風
で
倒
れ
る
の
を
防

ぎ
ま
す
。

　

収
穫
は
絹
糸
の
先
が
黒
褐
色
に

変
色
し
た
（
受
粉
後
22
～
26
日
）

こ
ろ
で
す
。
先
の
方
ま
で
十
分
膨

旬
以
降
が
良
い
で
し
ょ
う
。
図
の

よ
う
に
黒
色
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
マ

ル
チ
を
し
、
株
間
30
㎝
ぐ
ら
い
に
、

1
カ
所
3
粒
ま
き
し
、
育
つ
に
つ

れ
て
間
引
き
、
草
丈
17
～
20
㎝
に

な
っ
た
頃
間
引
い
て
１
本
立
ち
に

し
ま
す
。

　

粒
が
ぎ
っ
し
り
付
い
た
良
品
を

得
る
に
は
、
雌
穂
に
雄
穂
の
花
粉

が
十
分
に
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
株
数
を
あ
る
程

　

も
ぎ
た
て
の
新
鮮
な
味
は
格
別

で
、
夏
の
家
庭
菜
園
の
立
役
者
、

ス
タ
ミ
ナ
源
と
し
て
も
魅
力
で
す
。

糖
分
の
多
い
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の

品
種
改
良
は
急
速
に
進
み
、
平
成

の
初
め
ご
ろ
に
比
べ
る
と
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
群
や
Ｃ
が
約
1.5
倍
に
増
え
て

い
る
物
も
あ
り
、
栄
養
価
の
充
実

し
た
健
康
食
材
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ネ
科
の
作
物
な
の
で
、
野
菜

畑
の
連
作
障
害
を
避
け
る
た
め
の

輪
作
に
組
み
入
れ
る
に
も
好
適
で

す
。

　

高
温
好
み
（
適
温
は
22
～
30

度
）
な
の
で
、
十
分
暖
か
く
な
っ

て
か
ら
種
ま
き
し
ま
す
。
関
東
南

部
以
西
の
平
た
ん
地
で
は
5
月
上

あなたもチャレンジ！
家庭菜園

もぎたての味を楽しむトウモロコシ
板木技術士事務所●板木利隆

小 田 原 法 人 会  提 携 商 品

お客様サポートダイヤル 0120（426）614

事業資金の
ご相談は … 

※お申込みについて所定の審査をさせていただきます。その結果、ご希望に添えない場合もございますので、予めご了承ください。

金利・・・変動金利 年 2.0%
金額・・・10 万円以上 1,000 万円以内
融資新規取扱手数料 無料（通常 10,800 円）はじめの一歩から応援します！

創業支援ローン　スタート

START
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体を動かすことを習慣にしよう！

注目されている危険因子

～高齢化と心房細動～

新型コロナウイルスに関連して

　古代ギリシャ、古代ローマ時代より運動療法の効果は指摘されています。現代の研究でも運動量が多いと高
血圧になりにくく、運動をしていないと高血圧になりやすいことが示されています。
運動療法には自律神経、血管機能を改善し、塩分を排泄させ、体の代謝を上げるという良い効果がたくさんあ
ります。血圧だけではなく、ストレス解消、筋力アップ、風邪などに罹りにくくなるなどの効果もみられます。
　最近の日本人は平均 6800 ～ 7800 歩 / 日歩いていると言われています。今の生活に 10 分から 15 分、1500
歩を追加して日々の活動度を上げましょう。さらに体力維持、向上を目指して運動を行うとより良いです。運
動としては息が弾み汗をかく程度のものを週あたり計 1 時間行うと良いでしょう。
　しかしながら、安全に行うことが第一です。血圧の程度や合併症などによっては、まず薬物療法を行ってか
ら運動を行うべき方もいます。まずはかかり付け医にご相談ください。
　運動は様々な薬の効果を併せ持ち合併症を防いでくれます。体を動かすことはそれだけでも喜び、楽しみに
つながります。是非取り組んでいきましょう。

　我が国の高齢化率（65 歳以上）は今後ますます進み、2040
年には 35.3％となる見込みです。（グラフ 3）社会全体として
は社会保障費の増大という問題があり、個人においても生活
習慣病、慢性疾患を持ちやすいという問題があります。
　そして高齢になると心房細動という不整脈も増加します。
心房細動とは心臓の 4 つに分かれた部屋のうち心房という部
屋が 300 回 / 分以上の異常な痙攣が起こり、結果として脈が
不規則になります。脈拍は下の部屋に伝わる率によって速さ
が異なります。伝わり易いと動悸がしますが、頻度が下がる
と症状はみられにくくなります。しかし心房細動では心房が
しっかり収縮できないため、血流がよどみ、血の塊（血栓）
が出来ます。この血栓が脳動脈へ流れ込み、詰まらせると大
きな脳梗塞が起こります。そのため心房細動による脳梗塞は
死亡率も高く、介護度も高くなると言われています。
　寝たきり、要介護の原因は重症になるほど脳卒中の割合が
多くなります。（図 3）心房細動という不整脈は無症状の方も
少なくない為、健康診断で心電図をチェックしてもらうこと
や自身で脈をとってみて不整が無いかを確認してみるといい
でしょう。

　重症になりやすい方、あるいは残念ながら死に至るような状況になる方
は高齢者や基礎疾患がある方といわれています。特にコントロールが良く
ない方は注意が必要です。例えば心臓病を持っている、糖尿病で血糖のコ
ントロールがついていない、喘息の状態がよくない状態だと他の肺炎でも
悪くなりやすいのでより注意しなくてはなりません。
　小田原市の健康診断受診率はよくありません。（図 4）これまで持病を放置していた方はかかりつけ医を持っ
て治療を行いましょう。健診の受診をしたことが無いと言う方は一度受診して早期発見を心掛けましょう。

（図 3）

（図 4）

高齢者人口及び割合の推移
（1950 年～ 2040 年）

介護が必要になった原因としての
脳卒中の順位

（グラフ 3）

特定健診受診率
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　神奈川県西地域は脳卒中（脳血管疾
患）による死亡率が高く、特に小田原
市は H29 年までの 16 年間で県内ワー
スト 1 が 9 回、ワースト 2 が 4 回、ワー
スト 3、4，5 が 1 回ずつと残念な状態
です。実際の死亡率は年々改善してい
るものの引き続き脳卒中の予防に努め
ていかなければなりません。

脳卒中

大切なのは高血圧対策

小田原の現状（図 1）（グラフ 1）

元気
一番！

が 知っておきたい

脳卒中（脳血管疾病）の予防

　症状としては体の片側がしびれる／動かない、突然の強い頭痛、めまい・
ふらつき、言葉が出ない、片側の視野が欠ける、呂律が回らないなどの
症状があります。（図 3）一過性脳虚血発作は数分から数時間で症状が消
失してしまいますが、その後脳梗塞を起こし易いので、改善しても医療
機関をすぐ受診して下さい。

　高血圧の治療にはもちろん薬物療法があります
が、生活習慣の改善も重要です。それ自体でも降
圧が期待できるだけでなく、薬の効きを良くする
ことや、薬を減らせる可能性を高めます。その為
薬物療法の開始前だけでなく、開始後であっても、
また健康な方にも高血圧発症予防の為に重要です。
生活習慣の改善点としては減塩、DASH 食（野
菜や果物、積極的摂取、コレステロールや飽和脂
肪酸の摂取制限、カルシウム、カリウム、マグネ
シウム、食物繊維の多い食事、減量、有酸素運動、
節酒することに加え禁煙などが重要です。（グラ
フ 2）

脳卒中の原因　高血圧、脂質異常症、糖尿病、心臓病、喫煙　その中でも高血圧が最大の危険因子！

平成 29 年県内 19 市、
国の脳卒中死亡率比較

生活習慣修正による降圧の程度

（図 1） （グラフ 1）

（図 2）

（グラフ 2）
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主
な
産
地
は
青
森
県
で
、
次
い
で
茨
城

と
北
海
道
で
す
。
こ
の
三
つ
の
地
方
で
全

国
の
半
分
以
上
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

晩
秋
か
ら
冬
が
旬
に
な
り
ま
す
。
初
夏

に
は
夏
ご
ぼ
う
と
も
呼
ば
れ
る
新
ご
ぼ
う

の
旬
で
、
柔
ら
か
く
香
り
が
良
い
の
で
ま

た
違
っ
た
味
わ
い
が
楽
し
め
ま
す
。

「表紙の花」は…
答え・「ごぼう」の花

※新型コロナウイルス感染症対策により、どの事業も今後中止・延期になる可能性がありますので予めご了承ください。

新会員紹介コーナー ＼ (^ ｰ ^) ／（令和 2年 2月 3日～ 3月 18 日）（敬称略）

★小田原支部

㈱平塚富士キッチン 岩田　直樹 飲食業 平塚市西真土1-9-45 0463-54-9388

㈱あおぞらポスト 新井　祐太 広告業 小田原市栢山375-2 A棟1階 0465-46-6934

㈲二孝土建 二見　直樹 建設土木工事業 足柄下郡湯河原町土肥2-7-14 0465-62-5631

ソーラーオンディライト㈱ 室井　　勝 住宅設備 小田原市寿町1-2-32 0465-35-0733

★川東支部

東洋クリニックおだわら 澤野　　進 医業 小田原市栄町1-5-17 6階 0465-20-4122

今後の事業活動スケジュール〈令和2年5月～7月〉
※詳細はお問い合わせください。事務局（0465-23-3641）　

日　　時 行　事　名 場所 対象

６
月

17日(水) 14：00～16：15 決算法人説明会（6月決算法人対象）
軽減税率制度説明会 未　　定 法人

18日(木) 14：00～16：00 新設法人説明会 未　　定 法人

７
月 15日(水) 14：00～16：15 決算法人説明会（7月決算法人対象）

軽減税率制度説明会 未　　定 法人

※新入会員様 7 社の内、情報公開に同意された 5 社のみを掲載しています。

5・6月の税カレンダー
納付期限を守りましょう！左

記
資
料
を
無
料
で

配
布
い
た
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は

法
人
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問い合わせ：
☎：0465-23-3641
事務局　青木まで。

〈
国
税
〉

★
源
泉
所
得
税

・
４
月
支
払
分
に
係
る
源
泉
所
得
税
の
納
付
期
限
……
令
和
２
年
５
月
11
日
㈪

・
５
月
支
払
分
に
係
る
源
泉
所
得
税
の
納
付
期
限
……
令
和
２
年
６
月
10
日
㈬

★
法
人
税
お
よ
び
地
方
法
人
税

・
３
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
２
年
６
月
１
日
㈪

・
９
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
２
年
６
月
１
日
㈪

・
４
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
２
年
６
月
30
日
㈫

・
10
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
２
年
６
月
30
日
㈫

★
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

・
３
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
２
年
６
月
１
日
㈪

・
４
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
２
年
６
月
30
日
㈫
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〈はまぎん〉創業サポートパック
創業期のお客さまをサポートする、さまざまなメニューで応援します！

お申し込みは、最寄りの横浜銀行の本支店窓口で承ります。
創業時の事業計画や必要な資金に関するご相談をお受けします。
フリーダイヤル　０１２０－５８－４５８０
時間　9：00～ 17：00

創業支援デスク
「創業個別相談会」 ※一部の支店・出張所では取り扱いをしていません。

　

自動車税種別割の納期限は６月１日です！
　自動車税種別割（自動車税は令和元年１０月１日から自動車税種別割に名称変更されました）は、
４月１日時点で自動車（軽自動車を除く）を所有している方に納めていただく税金です。
　ただし、割賦販売契約により購入した場合で所有権が売主にあるときは、買主である車検証上の使
用者の方に納めていただきます。

●納める方法
　５月に神奈川県自動車税管理事務所から送付される納税通知書で６月１日（月）までに、金融機関・
郵便局・コンビニエンスストアで納めてください。
　また、インターネットを活用してＰａｙ－ｅａｓｙ（ペイジー）を利用した電子納税やクレジッ
トカード、「LINE  Pay」の「請求書支払い」での納付も可能です。
　詳しくは、神奈川県ホームページ「県税便利帳」の「県税の納税について」をご覧ください。

●自動車税種別割の納税通知書が届かない場合
　自動車税種別割の納税通知書は原則として、運輸支局に登録した住所（車検証に記載されている
住所）に送付しています。
　引っ越しや転勤により住所が変わった場合は、新しい住所地を管轄する運輸支局で変更（住所変更）
の登録手続をしてください。すぐに手続ができない場合は、自動車税管理事務所又は県税事務所に
届け出てください。

●現在所有していない自動車の納税通知書が届いた場合
　４月１日時点で所有していない自動車の納税通知書が届いた場合には、３月末までに抹消登録や
名義変更の登録手続がされていない可能性があります。登録手続を代理人（自動車販売業者など）
に依頼した方は、代理人に手続が完了したかどうかを確認してください。

◆問合せ先　小田原県税事務所　管理課　管理第二班　ＴＥＬ　０４６５－３２－８０００（代）

県税事務所からのお知らせ

『
封
印
切
』
の
答
え

①
「
亀
屋
」
と
「
鶴
屋
」

②
階
段
箪
笥
の
取
っ
手

③
か
ん
ざ
し

④
座
布
団

⑤
帯
の
柄

⑥
小
判
の
数

⑦
影

【
作
者
紹
介
】

神
谷
一
郎
（
か
み
や
・
い
ち

ろ
う
）
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

デ
ジ
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
会
員
、

日
本
出
版
美
術
家
連
盟
会
員

な
ど
。
専
修
大
法
学
部
卒
後
、

漫
画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
経

て
漫
画
家
に
。
現
在
は
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
と
し
て
、
雑
誌
・
広
告

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
等
で
活
躍
中
。
第

35
回
集
英
社
Ｙ
Ｊ
新
人
賞
、

第
51
回
講
談
社
漫
画
賞
な
ど

を
受
賞
。
第
４
回
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
佳
作
。

著
作
に
「
マ
ニ
ア
ッ
ク
サ
イ

バ
ー
」（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社

刊
）。

７
つ
の

間
違
い
探
し
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地元のスポーツクラブを応援しよう！
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日
本
政
策
金
融
公
庫
・
小
田
原

支
店
（
国
民
生
活
事
業
）
で
は
、

幅
広
い
業
種
の
事
業
を
営
む
方

に
、
商
品
仕
入
資
金
、
ボ
ー
ナ
ス

資
金
、
諸
経
費
支
払
資
金
等
の
運

転
資
金
や
店
舗
改
装
、
機
械
購
入

等
の
設
備
資
金
の
融
資
を
お
取
り

扱
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

長
期
の
ご
返
済
で
、
利
息
は
固

定
金
利
で
す
。

　

こ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
発
生
に
よ
り
影
響
を

受
け
た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸

付
」
も
お
取
り
扱
い
し
て
お
り
ま

す
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
小
田
原
支
店

︵
国
民
生
活
事
業
︶
融
資
相
談
係

☎
０
４
６
５
︵
２
３
︶
３
１
７
５

﹁
事
業
資
金
﹂
受
付
中
!!

日
本
政
策
金
融
公
庫

小
田
原
支
店
（
国
民

生
活
事
業
）
か
ら
の

「
お
知
ら
せ
」

７
つ
の

間
違
い
探
し

＊
右
の
絵
と
左
の
絵
に
は
相
違
点
が
７

か
所
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
見
つ
か
り
ま

す
か
な
？
（
答
え
は
15
頁
に
あ
り
ま
す
）

（注） 令和２年４月１日時点で適用される利率です（無担保・ご返済期間５年の場合）。

新型コロナウイルス感染症関連の融資のご案内

新型コロナウイルス感染症特別貸付

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて一時的な業
況悪化を来し、次のいずれかの要件に該当する方で
あって、中長期的に業況が回復し発展が見込まれる方

（１）最近１ヵ月の売上高が、前年または前々年の同期
　　と比較して、５％以上減少

（２）業歴が３ヵ月以上１年１ヵ月未満の場合等は、最
　　近１ヵ月の売上高が、次のいずれかと比較して　
　　５％以上減少　　
　　①過去３ヵ月（最近１ヵ月を含む。）の平均売上高
　　②令和元年 12 月の売上高
　　③令和元年 10 月～ 12 月の平均売上高

資金の
お使いみち

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
社会的要因等により必要とする設備資金
および運転資金

融資限度額 別枠 6,000 万円

利率（年）
（注）

3,000 万円以内
当初３年間：0.46％、
３年経過後：1.36％

3,000 万円超 1.36％

ご返済期間
＜据置期間＞

設備資金：20 年以内 ＜うち 5 年以内＞
運転資金：15 年以内 ＜うち 5 年以内＞
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尊徳・二宮金次郎伝に
　　　まつわる誤認、巷説

報徳博物館

小笠原　清

２
．
本
名
金
治
郎
と

　
　

通
称
金
次
郎

　

金
次
郎
は
二
宮
家
の
長
男
で

「
金
治
郎
」
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、

成
人
後
は
「
金
次
郎
」
で
通
し
て

い
た
。
な
ぜ
「
金
次
郎
」
と
し
た

の
か
、
要
因
は
「
お
上
」
の
書
き

違
え
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
青
年
期

の
自
署
も
関
連
す
る
文
書
で
も
金

治
郎
で
あ
っ
た
。
小
田
原
へ
出
て

家
老
服
部
家
に
若
党
と
し
て
仕
え

て
い
た
文
政
３
（
１
８
２
０
）
年
、

34
歳
の
時
に
栢
山
村
住
民
と
し
て

発
行
し
た
文
書
で
は
「
二
宮
金
治

郎
」
で
あ
っ
た
。
翌
文
政
四
（
１

８
２
１
）
年
、
荒
廃
し
た
農
村
の

復
興
を
託
さ
れ
て
下
野
国
（
栃
木

県
）
桜
町
領
に
赴
任
す
る
時
に
下

さ
れ
た
、
小
田
原
藩
の
「
名
主
役

格
」
の
辞
令
で
は
金
次
郎
と
な
り
、

天
保
13
（
１
８
４
２
）
年
、
幕
府

役
人
「
御
普
請
役
格
」
任
命
の
辞

令
も
金
次
郎
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
金
次
郎
は
そ
の
後
も
、
折
々

金
治
郎
と
署
す
る
文
書
も
残
し
て

は
き
た
が
、
特
に
異
議
を
唱
え
た

り
、
訂
正
の
説
明
を
し
た
り
す
る

こ
と
な
く
、
公
私
に
わ
た
る
大
方

の
文
書
に
お
い
て
、
「
金
次
郎
」

た
る
こ
と
を
容
認
し
て
き
た
。

　

一
般
に
中
近
世
に
お
い
て
は
、

名
乗
り
の
変
更
は
通
例
的
な
社
会

徳
の
指
導
の
も
と
で
報
徳
仕
法
の

恩
恵
を
受
け
た
人
々
の
流
れ
が
、

近
代
社
会
で
も
民
間
結
社
に
よ
る

報
徳
活
動
を
継
承
し
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
人
々
を
含
め
て
、
明
治
・

大
正
時
代
に
は
、
金
次
郎
と
尊
徳

は
同
一
人
物
と
し
て
全
く
違
和
感

な
く
認
識
さ
れ
て
き
た
。

　

金
次
郎
と
尊
徳
の
別
人
化
は
、

明
治
中
期
以
降
の
小
学
校
の
修
身

教
科
書
で
、
少
年
金
次
郎
が
近
代

日
本
の
少
国
民
の
お
手
本
と
し
て

脚
光
を
浴
び
始
め
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
。
苦
難
の
生
い
立
ち
、
親

孝
行
、
勉
学
に
励
む
少
年
金
次
郎

の
イ
メ
ー
ジ
は
、
幸
田
露
伴
の
著

書
「
二
宮
尊
徳
翁
」
の
口
絵
、
芝

を
背
負
い
歩
行
読
書
す
る
「
負
薪

読
書
金
次
郎
像
」
に
よ
っ
て
決
定

づ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
ま
た
著
名

な
彫
刻
家
岡
崎
雪
聲
の
手
に
よ
っ

て
銅
像
と
さ
れ
て
明
治
天
皇
の
御

座
所
を
飾
り
、
一
方
売
薬
の
景
品

画
や
引
札
（
広
告
チ
ラ
シ
）
に
描

か
れ
ア
イ
ド
ル
化
し
庶
民
に
浸
透

し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
昭
和
天
皇

の
即
位
記
念
を
契
機
と
し
た
奇
特

者
、
父
兄
、
卒
業
生
な
ど
に
よ
る
、

銅
像
、
石
像
、
セ
メ
ン
ト
製
の
金

次
郎
像
の
小
学
校
へ
の
寄
付
行
為

の
盛
行
に
つ
な
が
り
、
十
数
年
の

内
に
日
本
中
の
小
学
校
の
校
庭
に

は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
の
よ

う
な
存
在
と
な
っ
た
。

　

以
来
唱
歌
「
手
本
は
二
宮
金
次

郎
」
の
エ
ー
ル
の
も
と
に
、
小
学

校
を
象
徴
す
る
独
自
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
成
長
し
、
一
人
歩
き
し
て

い
た
。
生
徒
達
に
と
っ
て
の
「
金

次
郎
ワ
ー
ル
ド
」
は
、
尊
徳
世
界

移
行
す
る
前
に
、
す
で
に
完
成
さ

れ
た
物
語
と
し
て
終
結
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

古
今
東
西
の
著
名
人
の
人
物
像

に
は
、
常
に
興
味
の
目
が
そ
そ
が

れ
る
が
、
虚
実
、
伝
聞
、
思
い
込

み
評
価
が
錯
綜
し
て
、
そ
の
実
像

を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。
尊
徳
・
二
宮
金
次
郎

に
つ
い
て
も
そ
う
い
う
事
例
の
一

つ
に
な
ろ
う
。

　

尊
徳
の
伝
記
に
関
し
て
は
こ
の

十
数
年
来
、
歴
史
学
的
な
視
点
か

ら
の
研
究
が
飛
躍
的
に
進
み
、
新

た
な
事
実
が
解
明
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
で
も
な
お
、
巷
説
に
は
誤
伝

や
誤
解
が
つ
き
ま
と
う
。
今
回
は

次
の
三
例
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
因

果
関
係
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

１
．
金
次
郎
と
尊
徳
は
別
人

　

最
も
初
歩
的
な
次
元
と
し
て
は

「
尊
徳
と
金
次
郎
は
別
人
」
だ
と

す
る
思
い
込
み
が
あ
る
。
尊
徳
伝

記
の
原
典
は
、
尊
徳
の
後
半
生
に

随
伴
し
、
農
村
復
興
仕
法
に
携
わ

っ
て
き
た
高
弟
富
田
高
慶
（
相
馬

中
村
藩
士
）
の
著
﹃
報
徳
記
﹄
で

あ
る
。
明
治
13
（
1
8
8
0
）
年

天
皇
の
上
覧
後
官
民
に
公
開
さ
れ
、

そ
の
内
容
は
広
く
人
士
に
感
銘
を

与
え
た
。
こ
れ
を
も
と
に
幸
田
露

伴
や
志
賀
直
哉
を
始
め
、
少
な
か

ら
ず
の
作
家
や
文
化
人
ら
に
よ
る

伝
記
や
報
徳
の
効
能
に
つ
い
て
の

著
述
が
相
次
い
だ
。
一
方
で
、
尊

口絵で登場した「負薪読書金次郎像」
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さ
ら
に
﹃
報
徳
記
﹄
が
農
商
務
省

か
ら
刊
行
さ
れ
た
1
8
8
5
（
明

治
18
）
年
に
、
福
住
正
兄
が
そ
の

著
﹃
富
国
捷
径
﹄
の
首
巻
で
初
め

て
「
道
徳
と
経
済
」
と
い
う
対
置

的
認
識
を
論
述
す
る
と
、
そ
れ
は

明
治
中
後
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
、

産
業
経
済
界
の
論
壇
で
の
流
行
的

テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
尊
親
に
よ
る

尊
徳
の
説
話
も
そ
の
よ
う
な
状
況

下
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
は
「
道
徳
と
経
済
」

の
不
可
分
な
関
わ
り
は
厳
し
く
説

か
れ
て
い
る
が
、
尊
徳
言
説
に
特

徴
的
な
抑
制
と
品
格
は
継
承
さ
れ

て
い
る
。

　

︿
寝
言
・
犯
罪
論
﹀
の
批
判
に

は
断
罪
的
な
脚
色
感
が
否
め
な
い
。

尊
徳
翁
の
真
意
を
伝
え
る
上
で
、

尊
徳
語
録
の
品
格
を
継
承
し
て
い

く
こ
と
に
、
よ
り
大
き
な
意
味
を

持
た
せ
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
お

き
た
い
。

内
容
ば
か
り
で
あ
る
。
核
心
を
ピ

シ
ャ
リ
と
抑
え
、
目
か
ら
鱗
、
認

識
を
新
た
に
さ
れ
る
が
、
決
し
て

押
し
付
け
説
教
で
は
な
い
。

　

さ
て
近
年
、
尊
徳
が
語
っ
た
と

い
う
「
経
済
な
き
道
徳
は
寝
言
で

あ
り
、
道
徳
な
き
経
済
は
犯
罪
で

あ
る
」
と
す
る
「
経
済
と
道
徳
」

論
な
る
も
の
を
よ
く
耳
に
す
る
。

資
本
主
義
社
会
の
現
状
を
指
摘
し

た
、
実
感
を
伴
う
痛
快
な
批
判
論

調
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
文
言
は

﹃
語
録
﹄﹃
夜
話
﹄
に
は
存
在
せ

ず
、「
経
済
」「
道
徳
」「
犯
罪
」

も
尊
徳
当
時
の
慣
例
用
語
で
は
な

い
。
啖
呵
口
調
に
も
違
和
感
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
も
度
々
、
語
録
と

し
て
の
信
憑
性
や
そ
の
出
拠
が
疑

問
視
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
前
報
徳
博
物
館

館
長
代
理
の
故
斎
藤
清
一
郎
氏
の

調
査
が
あ
る
。
そ
れ
は
１
９
８
９

（
平
成
元
）
年
６
月
の
、
御
殿
場

市
に
お
け
る
某
企
業
の
役
員
会
に

お
け
る
記
念
講
演
の
記
録
に
あ
っ

た
。
講
師
は
当
時
の
大
日
本
報
徳

社
副
社
長
の
八
木
茂
樹
氏
で
あ
る
。

そ
の
後
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年

の
全
国
報
徳
社
連
合
会
大
阪
大
会

に
お
い
て
も
、
八
木
氏
に
よ
る
講

演
が
あ
り
、
こ
の
時
は
齋
藤
氏
も

出
席
し
て
こ
の
︿
寝
言
・
犯
罪
論
﹀

を
聞
い
て
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
3
年
後
、
1
9
9
2

（
平
成
4
）
年
11
月
号
の
﹃
か
い

び
ゃ
く
﹄
巻
頭
言
に
、
当
時
報
徳

博
物
館
の
館
長
で
あ
っ
た
佐
々
井

典
比
古
先
生
が
、
尊
徳
の
嫡
孫
二

宮
尊
親
の
、
大
正
４
年
８
月
の
十

勝
報
徳
社
に
お
け
る
講
話
録
（
二

宮
尊
親
「
講
話
大
意
」
）
か
ら
、

こ
の
︿
寝
言
・
犯
罪
論
﹀
の
元
に

な
っ
た
ら
し
い
「
道
徳
と
経
済
の

調
和
」
論
を
見
出
し
、
紹
介
し
て

い
た
。
そ
の
中
で
尊
親
は
「
尊
徳

い
わ
く
︿
経
済
な
ら
ぬ
道
徳
は
労

し
て
功
少
な
し
、
道
徳
な
ら
ぬ
経

済
は
永
遠
を
保
ち
難
し
﹀
」
と
し

「
道
徳
と
経
済
の
一
致
調
和
が
既

に
出
来
て
あ
る
」
と
説
い
て
い
た
。

尊
徳
没
前
年
誕
生
の
尊
親
に
と
っ

て
、
尊
徳
の
言
説
は
父
尊
行
や
後

見
人
と
な
っ
た
富
田
高
慶
か
ら
の

伝
授
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

ま
た
今
日
的
な
意
味
で
の「
経
済
」

の
用
語
は
、文
久
２
（
1
8
6
2
）

年
の
﹃
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
﹄
が

初
見
と
さ
れ
て
お
り
、
明
治
期
に

急
速
に
普
及
し
た
も
の
で
あ
る
。

書
き
﹃
二
宮
先
生
語
録
﹄
と
﹃
二

宮
翁
夜
話
﹄
を
著
し
た
。
今
日
随

所
で
引
用
さ
れ
る
「
尊
徳
語
録
」

な
る
も
の
は
、
概
ね
そ
の
著
述
に

基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

二
、
三
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
積
年
の
蓄
積
効
果
を
再
認
識

さ
せ
る
引
用
度
の
高
い
道
歌
「
昔

ま
く
木
の
実
大
木
と
な
り
に
け
り
、

今
ま
く
木
の
実
後
の
大
木
ぞ
」
は
、

﹃
語
録
﹄﹃
夜
話
﹄
の
両
者
が
取

り
あ
げ
、
因
習
的
心
得
違
い
を
指

摘
し
た
「
禍
福
吉
凶
は
方
位
で
は

な
く
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
心
と
行
い

が
招
く
」
は
﹃
夜
話
﹄
に
、
ま
た

田
地
開
発
へ
の
自
覚
を
促
し
た

「
葦
と
稲
と
は
一
つ
（
葦
は
イ
ネ

科
ヨ
シ
属
）
。
葦
の
生
え
て
い
る

と
こ
ろ
を
ひ
ら
け
ば
稲
田
と
な
り
、

稲
田
を
荒
ら
せ
ば
葦
原
と
な
る
」

は
﹃
語
録
﹄
に
あ
る
。
い
ず
れ
も

現
実
を
見
据
え
た
、
当
然
至
極
の

慣
習
で
あ
っ
た
。
誤
記
や
誤
写
は

別
問
題
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
環

境
の
も
と
、
金
次
郎
は
実
務
遂
行

に
差
し
支
え
な
い
限
り
そ
う
し
た

誤
り
に
は
あ
ま
り
気
に
か
け
る
こ

と
な
く
対
処
で
き
る
、
そ
う
い
う

資
質
は
備
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

３
．
尊
徳
語
録
と

　
　

「
経
済
と
道
徳
」
論

　

尊
徳
は
説
話
の
名
人
で
あ
っ
た

こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
諸
書
に
紹
介

さ
れ
て
き
た
。

　

晩
年
期
の
尊
徳
に
随
身
し
、
そ

の
説
話
を
集
中
的
に
聞
く
機
会
を

得
た
若
き
日
の
相
馬
中
村
藩
士
斎

藤
高
行
と
、
相
模
国
大
住
郡
片
岡

村
名
主
の
子
息
大
沢
政
吉
、
後
の

箱
根
萬
翠
楼
福
住
主
人
・
正
兄
の

二
人
が
、
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
聞
き

北海道開拓入職にも尽力した二宮尊親

文政３年　栢山村金治郎名の文書



会員増強にご協力ください
14

小田原労働基準監督署からのお知らせ

＊労働者の休業等に関するご質問は小田原労働基準監督署（0465-22-7151）にお問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症対策を目的とした取組を行う事業主に対する支援を行っています。

小田原労働基準監督署



会員募集中です（一言あなたのお口添えを）
15

公益社団法人小田原法人会はe-Taxを推進しています。

YouTube の国税庁動画チャンネル内に

消費税の軽減税率制度に
関する動画 を掲載しました！



N
O
.

w
ith

い
っ
し
ょ
に

会
員
の
皆
様
、
会
社
・
お
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
！　

掲
載
は
「
無
料
」
で
す
！

よい情報を提供します ふれあい　いんふぉめーしょん299

〒250-0014 小田原市城内1-21  TEL.0465-23-3641
FAX.0465-23-5109

公益社団法人　小田原法人会

http://www.odawara-hojinkai.com

公益
社団法人 小田原法人会

上の会員ラベルを切り取って、法人税確定申告書の別表１の「欄外の上部中央余白」
に貼付けてください。e-Taxご利用の場合は、「法人事業概況説明書」の「16加入組合
等の状況」欄に（公社）小田原法人会と入力してください。


